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議案第６６号 化学消防車の取得について 

契 約 検 査 課 

【取得数量】 １台 

【取得金額】 ６３，３９６，０００円 

【取得の相手方】 三田市テクノパーク２番地３ 

株式会社モリタ 関西支店 

支店長  合 田  努 

 

１ 概 要 

最新のＣＡＦＳ（圧縮空気泡消火システム）、泡消火薬剤混合装置及び水槽（１，

５００リットル）、薬液槽（５００リットル）を搭載した化学消防車は、市内危険

物施設での火災に迅速に対応するため更新するが、一般火災にも対応できる仕様と

なっており、空気を含んだ泡を放射し少ない水量で大きい消火能力を有するという

機能も装備している。これら最新の機能を使用することにより、危険物火災への適

切な対応や一般火災での水損の防止及び被害の軽減を図り、市民の安心・安全を守

るものである。 

 

２ 化学消防車の構造 

区分 化学消防車 現行の化学消防車 比較 

車体全長（㎜） ７，３００ ７，２５０   ＋５０ 

車体全幅（㎜） ２，３５０ ２，２８０   ＋７０ 

車体全高（㎜） ３，２００ ２，８６０  ＋３４０ 

室 内 長（㎜） ２，０００ １，９５０   ＋５０ 

室 内 幅（㎜） ２，５００ ２，４００  ＋１００ 

室 内 高（㎜） １，８００ １，４００  ＋４００ 

積 載 水（Ｌ） １，５００ １，５００     ０ 

泡 薬 剤（Ｌ） ５００ ５００     ０ 
 ※数値については、カタログ上のものであり、実車の数値とは異なる場合がある。 
 
３ 艤装・積載品 

ＣＡＦＳ（圧縮空気泡消火システム）、水槽（１，５００リットル）、薬液槽（５

００リットル）、泡消火薬剤混合装置、オールシャッター、ハイルーフキャブ、放

水銃、照明装置、可搬ポンプ、その他 
(1) ＣＡＦＳ（圧縮空気泡消火システム） 

水と泡薬剤を混合した泡溶液に圧縮空気を注入し、泡を生成、放射する装置で、

少ない水で圧倒的な消火能力を発揮し、水損防止など被害を最小限に止めること

ができる。 
(2) 水槽（１，５００リットル）、薬液槽（５００リットル） 

消防ポンプ自動車用シャーシの８トンボディー（車両総重量１１トン）を使用
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し、化学消防車Ⅱ型としては最大量の消火水及び薬液を積載できる。 
(3) オールシャッター 

  オールシャッター仕様とすることで資機材積載量が格段に向上する。 

(4) ハイルーフキャブ 

広い天井と広い足元空間を有し、キャビン内での活動（空気呼吸器の装着等）

をスムーズに行うことができる。 

 


